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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 283,239 △0.1 17,764 △7.5 15,242 △9.0 8,983 15.6
23年3月期 283,463 △0.8 19,208 △8.9 16,751 △12.5 7,770 △9.7

（注）包括利益 24年3月期 8,227百万円 （―％） 23年3月期 △215百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 43.80 ― 5.5 4.8 6.3
23年3月期 37.74 ― 4.8 5.5 6.8

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  232百万円 23年3月期  19百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 331,371 167,352 50.0 808.40
23年3月期 298,867 162,600 53.8 783.58

（参考） 自己資本   24年3月期  165,762百万円 23年3月期  160,730百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 16,384 △24,632 25,797 45,867
23年3月期 24,534 △7,802 △11,493 28,855

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 3,082 39.7 1.9
24年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 3,081 34.2 1.9
25年3月期(予想) ― 0.00 ― 15.00 15.00 30.8

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 143,800 1.4 9,400 0.4 8,100 △0.9 4,400 0.2 21.46
通期 291,000 2.7 19,000 7.0 16,700 9.6 10,000 11.3 48.77



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 210,383,202 株 23年3月期 210,383,202 株
② 期末自己株式数 24年3月期 5,331,687 株 23年3月期 5,259,613 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 205,098,217 株 23年3月期 205,903,449 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 15,429 0.5 4,368 △0.6 3,656 △9.4 4,397 12.2
23年3月期 15,359 △77.2 4,394 △9.1 4,035 △25.2 3,917 △17.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 21.40 ―
23年3月期 18.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 225,266 101,052 44.8 491.04
23年3月期 191,578 98,999 51.6 480.88

（参考） 自己資本 24年3月期  100,873百万円 23年3月期  98,819百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財務諸
表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料 ５ページ 「１．経営成績 
（１） 経営成績に関する分析 （次期の見通し）」をご覧ください。 
 
（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法について） 
(1) 決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔで本日開示するとともに、当社ホームページにも掲載しています。 
(2) 決算説明会資料は、当社ホームページに掲載しています。 
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（１）経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当期の世界経済は、欧州の債務危機やそれにともなう高い失業率、中東情勢の緊迫化など懸念材料もありますが、

米国経済には持ち直しの動きが見られ、中国など新興国の成長も続いており、緩やかな回復に向かうと見込まれてお

ります。 

日本経済は、東日本大震災からの復興需要が見込まれ、過度の円高も修正される傾向にありますが、デフレや厳し

い雇用環境など、依然として景気の回復は不透明なものとなっております。   

このような状況下における、当社グループの売上は、国内については、しょうゆの需要減少や、飲料及びカジュア

ルワインの一部商品販売終了などにより、全体として前期を下回りました。海外については、しょうゆは、北米、欧

州、アジア・オセアニアともに順調に推移し、現地通貨ベースで前期を上回り、食料品卸売事業も、好調に推移し、

前期の売上を上回りました。 

 その結果、当期の連結業績は次の通りとなりました。 

   

  １．経 営 成 績   

＜連結業績＞  (単位 百万円,％)

区分  

前期 当期   

為替差 

為替差除 22年４月１日～ 

23年３月31日 

23年４月１日～

24年３月31日 

対前期 

金 額 売上比 金 額 売上比 金 額 ％ 
売上 

比差
金 額 ％ 

売   上  高  283,463 100.0 283,239 100.0 △224 99.9 －  △8,206 7,981 102.8

営 業  利 益  19,208 6.8 17,764 6.3 △1,444 92.5 △0.5  △885 △558 97.1

経  常 利 益  16,751 5.9 15,242 5.4 △1,508 91.0 △0.5  △771 △737 95.6

当 期 純 利 益  7,770 2.7 8,983 3.2 1,212 115.6 0.5  △508 1,721 122.2

USD 85.82 79.30   △6.52

EUR 113.56 110.17   △3.39

＜報告セグメント＞ (単位 百万円,％)

区 分 

前期 当期   

為替差 

  

22年４月１日～ 

23年３月31日 

23年４月１日～ 

24年３月31日 

対前期 為替差除 

金 額 売上比 金 額 売上比 金 額 ％ 
売上 

比差 
金 額 ％ 

国内 

食料品製造 

・販売 

売 上 高  150,456 100.0 147,888 100.0 △2,568 98.3 －  － △2,568 98.3

営業利益  5,678 3.8 3,610 2.4 △2,068 63.6 △1.3  － △2,068 63.6

国内 

その他 

売 上 高  19,636 100.0 20,503 100.0 867 104.4 －  － 867 104.4

営業利益  1,456 7.4 1,654 8.1 197 113.6 0.7  － 197 113.6

海外 

食料品製造 

・販売 

売 上 高  46,699 100.0 46,652 100.0 △46 99.9 －  △3,158 3,111 106.7

営業利益  8,007 17.1 8,199 17.6 191 102.4 0.4  △578 770 109.6

海外 

食料品卸売 

売 上 高  85,273 100.0 87,633 100.0 2,360 102.8 －  △5,424 7,784 109.1

営業利益  3,929 4.6 4,094 4.7 164 104.2 0.1  △230 395 110.1

調整額 
売 上 高 △18,602 100.0 △19,439 100.0 △837 － －  376 △1,213 －

営業利益 134 － 205 － 70 － －  △76 146 －

連結 

財務諸表 

計上額 

売 上 高  283,463 100.0 283,239 100.0 △224 99.9 －  △8,206 7,981 102.8

営業利益  19,208 6.8 17,764 6.3 △1,444 92.5 △0.5  △885 △558 97.1

USD 85.82  79.30   △6.52

EUR 113.56  110.17   △3.39
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各事業別セグメントの業績の概要は次の通りであります。 

  

【国内】 

 国内における売上の概要は次の通りであります。 

  

（国内 食料品製造・販売事業） 

当事業は、しょうゆ部門、つゆ・たれ・デルモンテ調味料等の食品部門、豆乳飲料・デルモンテ飲料等の飲料部

門、みりん・ワイン等の酒類部門からなり、国内において当該商品の製造・販売を手がけております。各部門の売

上の概要は次の通りであります。 

  

■しょうゆ部門 

しょうゆは、家庭用分野では、前期より導入の「しぼりたて生しょうゆ」に加え、「いつでも新鮮卓上ボトル」

シリーズが順調に拡大し、新たなカテゴリーとして市場に浸透いたしました。また、「サクサク食べる香ばし醤

油」の新風味や「和風しょうゆジュレ」といった新しいタイプのしょうゆも投入いたしましたが、しょうゆ市場縮

小の影響を受け家庭用全体としては前期の売上に及びませんでした。加工・業務用分野では、加工用分野が新規開

拓及び既存顧客との取組強化により前期を上回ったものの、外食需要の落ち込みにより業務用分野の市場環境が厳

しく、部門全体として前期の売上を下回りました。 

  

■食品部門 

 つゆ類は、家庭用分野では、主力商品の「本つゆ」やストレートつゆの既存商品が前期を上回り、新商品の「サ

ラダ麺つゆ」や「チーズ豆乳鍋スープ」も好調に推移し、また、加工・業務用分野も売上を伸ばし、つゆ類全体と

して前期の売上を上回りました。たれ類は、主力商品である「わが家は焼肉屋さん」でテレビＣＭと販促活動の連

動を実施し、食べるタイプの「サクサク焼肉のたれ」による市場開拓もあり売上を伸ばしました。また、「すき焼

きのたれ」、「ステーキしょうゆ」も順調に推移し、たれ類全体として前期の売上を上回りました。「うちのごは

ん」は、積極的な商品開発・店頭販促活動により着実に支持層を広げ、前期の売上を大きく上回りました。デルモ

ンテ調味料は、「洋ごはん☆つくろ」シリーズが消費者キャンペーンを行い順調に推移しましたが、東日本大震災

の影響により業務用向けの大型容器が減少となり、前期の売上を下回りました。この結果、部門全体として前期並

みの売上となりました。  

  

■飲料部門 

豆乳飲料は、テレビや雑誌などの各メディアと連携を図りながら、市場拡大につながる販促活動を積極的に実施

しました。また、500ml容器の投入で新たな市場開拓を行ったことなどにより、前期の売上を上回りました。デル

モンテ飲料は、東日本大震災後の生産体制・資材調達体制を早急に整えたこと、ギフト商品や新商品「スイートキ

ャロット」が貢献したこと、また、健康指向によりトマトジュースや野菜ジュースが大きく売上を伸ばしたこと等

により、デルモンテ飲料全体として前期の売上を上回りました。部門全体としては、収益改善に向けた一部商品の

販売終了の影響もあり、前期の売上を下回りました。 

  

■酒類部門 

本みりんは、加工用分野で、新規顧客の開拓により増収となったものの、家庭用分野で、ギフト商品が苦戦し、

前期の売上を下回りました。国産ワインは、「フランスの食卓」「酵母の泡」等の「新生マンズワイン」商品群は

順調に推移したものの、カジュアルワインの一部販売終了等の影響が大きく前期の売上を下回りました。輸入ワイ

ンは好調に推移し前期の売上を大きく上回りました。この結果、部門全体として前期の売上を下回りました。 

  

以上の結果、国内 食料品製造・販売事業の売上高は１，４７８億８千８百万円（前期比98.3％）、営業利益は

３６億１千万円（前期比63.6％）と、ともに前期を下回りました。 

  

（国内 その他事業） 

当事業は、臨床診断薬・衛生検査薬・加工用酵素、ヒアルロン酸等の化成品等の製造・販売、不動産賃貸及び運

送事業、グループ会社内への間接業務の提供等を行っております。 

 アルギン・ロイドは前期を下回りましたが、ヒアルロン酸が好調に推移し、化成品は前期の売上を上回りまし

た。また、運送事業は、売上、利益ともに順調に推移いたしました。 

この結果、国内 その他事業の売上高は２０５億３百万円（前期比104.4％）、営業利益は１６億５千４百万円

（前期比113.6％）と、ともに前期を上回りました。 
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【海外】 

 海外における売上の概要は次の通りであります。 

  

（海外 食料品製造・販売事業） 

当事業は、しょうゆ部門、デルモンテ部門、健康食品等のその他食料品部門からなり、海外向けの輸出販売及び

海外において当該商品の製造・販売を手がけております。各部門の売上の概要は次の通りであります。 

  

■しょうゆ部門 

北米市場においては、家庭用分野では、主力商品であるしょうゆに加え、しょうゆをベースとした調味料などの

拡充に引き続き力を入れ、当社のブランド力を生かした事業展開を行ってまいりました。また、加工・業務用分野

では顧客のニーズに合わせたきめ細かい対応を行ってまいりました。この結果、家庭用分野、加工・業務用分野と

もに、現地通貨ベースでは順調に伸長しました。 

欧州市場においては、ロシアの業務用向けの出荷をはじめ、重点市場である、ドイツ、フランス、イギリスで順

調に売上を伸ばし、現地通貨ベースで２桁成長を達成しました。 

アジア・オセアニア市場は、アセアン地域を中心に売上を伸ばし、前期の売上を大きく上回りました。 

この結果、部門全体として現地通貨ベースで好調に推移しました。   

  

■デルモンテ部門 

当部門は、アジア・オセアニア地域で、フルーツ缶詰・コーン製品、トマトケチャップ等を製造・販売しており

ます。 

当期は韓国市場で売上が回復し、中国市場も売上が大きく伸長したことから、部門全体として、前期の売上を上

回りました。 

  

■その他食料品部門 

当部門は、主に北米地域において、健康食品を製造・販売しております。 

前期から進めてきた、パーソナルケアブランド「デザート・エッセンス」の大幅リニューアルの効果が出始めた

こと、主力のサプリメント販売が引き続き堅調であることなどから、現地通貨ベースで伸長しました。 

  

以上の結果、海外 食料品製造・販売事業の売上高は４６６億５千２百万円（前期比99.9％）、営業利益は８１

億９千９百万円（前期比102.4％）と、減収増益となりました。 

  

（海外 食料品卸売事業） 

当事業は、国内外において、東洋食品等を仕入れ、販売しております。 

   

放射能被害の懸念により行われた欧州・アジア各国の輸入規制は緩和されており、香港など一部地域における日

本産品の風評被害も落ち着いております。北米や欧州、オセアニアでは引き続き日本食ブームが拡大し、好調に推

移しました。その結果、部門全体の売上は前期を上回りました。 

この結果、海外 食料品卸売事業の売上高は８７６億３千３百万円（前期比102.8％）、営業利益は４０億９千４

百万円（前期比104.2％）と、ともに前期を上回りました。 

  

以上の結果、当期の連結業績は、売上高は２，８３２億３千９百万円（前期比99.9％）、営業利益は１７７億６千

４百万円（前期比92.5％）、経常利益は１５２億４千２百万円（前期比91.0％）、当期純利益は８９億８千３百万円

（前期比115.6％）となりました。 
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② 次期の見通し 

海外については、しょうゆ事業を中心に今後も当社グループの牽引役として成長を果たしてまいります。 

北米は、キッコーマンブランドの浸透度が高く、人口も増加している重要市場です。既存ユーザーの使用機会を増

やすとともにヒスパニックなどの市場を開拓することによって、安定的な成長を果たしてまいります。 

欧州は、しょうゆが成長期にある市場です。既存市場の深耕開拓とともに中東欧・ロシアなどの市場開拓を強化す

ることによって、今後も２桁成長を果たしてまいります。 

アジアでは、各国の所得や生活習慣に大きな違いがあるため、国別にきめの細かいマーケティングを行うことによ

って高い成長力を取り込んでまいります。 

将来の市場開拓については、南米におけるテストマーケティングを始め、インドに駐在員事務所を新たに開設する

など長期的、継続的な成長のための基盤を整備してまいります。 

食料品卸売事業は、日本食ブームを追い風に拠点を拡大させてまいります。 

国内については、しょうゆに、つゆ類、たれ類を加えたしょうゆ関連調味料全体の成長をめざします。また、しょ

うゆの「いつでも新鮮シリーズ」や食べる調味料、「うちのごはん」「洋ごはん☆つくろ」など新しい提案型の成長

カテゴリーを大きく育成させて中長期の安定成長へとつなげてまいります。 

飲料では、トップブランドの豆乳は市場の拡大を図ることにより大きな成長をめざします。デルモンテ飲料は、ギ

フトの店頭販促の強化に加え、新商品の積極的な提案によって、継続的な成長を果たします。 

酒類は、家庭用みりんのシェア拡大とともに付加価値のあるワインの提案に注力してまいります。 

バイオ化成品事業では、昨年キッコーマンバイオケミファ株式会社を設立し、事業基盤が整いました。今後はヒア

ルロン酸等の化成品、臨床診断薬、衛生検査薬などの拡売を図ってまいります。  

    

 次期の連結業績につきましては、次の通り見込んでおります。 

  

  

・次期の平均為替レートは１米ドル78円を想定しております。（当期79.30円） 

・なお、上記の予想は、作成時点における経済環境を前提に作成しており、実際の業績は様々な予期せざる要因によ

り、これらの業績見通しとは異なる結果となる可能性があります。 

  

  
売上高 

（百万円） 
営業利益 
（百万円） 

経常利益 
（百万円） 

当期純利益 
（百万円） 

１株当たり当期純
利益（円） 

次期予想  291,000  19,000  16,700  10,000 円 48.77

当期実績  283,239  17,764  15,242  8,983 円 43.80

増減 

（当期実績比） 

 

( ％) 

7,760

102.7

 

( ％) 

1,235

107.0

 

( ％) 

1,457

109.6

 

( ％) 

1,016

111.3

円 

( ) 

4.96

－
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（２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

当連結会計年度末における流動資産は、１，３３８億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２４３億５千８百

万円増加いたしました。これは主に、有価証券が増加したことによるものであります。固定資産は１，９７５億６千

７百万円となり、前連結会計年度末に比べ８１億４千５百万円増加いたしました。これは主に、投資有価証券が増加

したことによるものであります。 

この結果、総資産は、３，３１３億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ３２５億４百万円増加いたしま

した。 

（負債）  

当連結会計年度末における流動負債は、６１１億１千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１９６億１千万円

増加いたしました。これは主に、１年内償還予定の社債が増加したことによるものであります。固定負債は、１，０

２９億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ８１億４千万円増加いたしました。これは主に、社債が増加したこ

とによるものであります。 

この結果、負債の部は１，６４０億１千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２７７億５千１百万円増加いた

しました。 

（純資産） 

当連結会計年度末における純資産の部は、１，６７３億５千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ４７億５千

３百万円増加いたしました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は５０．０％（前連結会計年度末は５３．８％）となりました。  

② キャッシュ・フローの状況 

  

  当連結会計年度における活動ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは１６３億８千４百万円の収入となり、前連結会計年

度に比べ８１億４千９百万円収入減でありました。これは主に、売上債権の増加、たな卸資産の増加による支出があ

ったため、前連結会計年度より収入減になったものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、２４６億３千２百万円の支出となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、２５７億９千７百万円の収入となりました。これ

は主に、社債発行による収入があったことによるものであります。 

  

  （単位 百万円）

  前期 当期 増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー  24,534  16,384  △8,149

投資活動によるキャッシュ・フロー  △7,802  △24,632  △16,830

財務活動によるキャッシュ・フロー  △11,493  25,797  37,290

現金及び現金同等物に係る換算差額  △1,426  △537  889

現金及び現金同等物の増減額  3,812  17,012  13,200

非連結子会社の合併に伴う現金及び

現金同等物の増減額 
 35  －  △35

現金及び現金同等物の期末残高  28,855  45,867  17,012
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

（注） 自己資本比率： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ： キャッシュ・フロー／利払い 

  

※いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※株式時価総額は、期末終値株価×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。 

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。 

※利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主各位に対する配当政策を重要な経営課題の一つとして位置づけ、企業基盤の強化、今後の事業の拡

充、連結業績等を勘案しながら利益配分を行っていくことを基本方針としております。 

 また、内部留保金につきましては、長期的な視点に立って、海外への投融資、製造設備の合理化投資、事業化指向

の研究開発投資、新規需要を喚起するための市場投資、戦略的な事業投資等、企業価値の増大のための諸施策に活用

してまいります。 

 なお、当期の配当金は、１株当たり15円を予定しております。また、次期の配当金は、１株当たり15円の見通しと

なっております。また、単元株主各位に当社商品の一層のご理解・ご支援をいただくため、株主優待制度を実施して

おります。 

  

（４）事業等のリスク 

当社グループが事業を遂行するにあたって、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のよ

うなものがあります。なお、本項に記載の将来に関する事項は、決算短信発表日（平成24年４月27日）現在において

当社グループが判断したものであります。 

  

① 市場環境の変化 

当社グループは、日本を始め、北米、欧州、アジア等、世界各国で事業展開しながら、永続的な発展をめざしてお

ります。こうしたなかで、景気動向の悪化や、消費者の嗜好・価値観の変化、新たな競争相手の出現等によって、当

社グループの提供する商品及びサービスに対する需要が低下した場合には、売上高及び利益の減少をまねき、当社グ

ループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

② 社会環境の変化 

当社グループが事業展開する各国において、戦争やテロ、政治・社会の変化等、予期せぬ事象により事業活動に支

障が生じた場合には、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

③ 災害・疫病・事故 

地震等の自然災害、疫病の大流行、大規模な事故等、想定を上回る非常事態が発生し、製造や物流設備等の破損、

原材料やエネルギーの調達困難、必要要員の確保困難、等が生じた場合には、製造・販売能力の低下につながり、こ

れに伴った売上高及び利益の減少が予想されます。さらに、設備修復のための費用や原材料やエネルギー等のコスト

増加も含めて当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

項 目 
平成20年 
３月期 

平成21年 
３月期 

平成22年 
３月期 

平成23年 
３月期 

平成24年 
３月期 

自己資本比率（％）  48.8  51.5  53.1  53.8  50.0

時価ベースの自己資本比率（％）  69.3  54.6  72.6  53.8  59.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年）  3.0  4.5  5.4  3.7  7.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  24.1  17.0  11.5  16.9  11.8
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④ 為替レートの変動 

連結財務諸表作成のために在外子会社等の財務諸表を円貨に換算しており、当該子会社等の財務諸表の各項目は、

換算時の為替レートの変動の影響を受けます。特に、他の通貨に対し円高の場合には、円換算額が表面上減少するこ

とになります。 

また、為替レートの変動は、外貨建てで取引されている商品・サービスの提供価格及び原材料・仕入商品の調達コ

スト等にも影響を与える可能性があります。当社グループは、外国為替リスクを軽減及び回避するために様々な手段

を講じておりますが、為替相場の変動によっては、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

ます。 

  

⑤ 原材料市況の変動 

当社グループにおける商品の原材料等には、商品市況の影響を受けるものがあります。主力製品のしょうゆに使用

される大豆、脱脂加工大豆、小麦等は国際商品市況の影響を受け、また、原油価格の変動は包装資材であるペットボ

トル等や商品の製造経費、運送費に影響を与えます。これらの市況が高騰した場合には、製造コストや運賃が増加

し、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑥ 減損会計の適用 

当社グループは、事業の用に供する不動産をはじめとする様々な資産を所有しております。これらの資産につい

て、時価の下落及び収益性の低下等により投資額の回収が見込めなくなった場合には、減損会計の適用を受けること

になり、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑦ 有価証券の時価の変動 

当社グループは、時価を有する有価証券を保有しております。これらの有価証券の時価が著しく下落した場合に

は、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑧ 天候による影響 

当社グループは、豆乳飲料や野菜飲料等の飲料事業を展開しており、これらの事業の商品の売上高は、天候の影響

を受けます。特に、冷夏の場合には、これらの事業の商品の売上高は減少し、当社グループの業績及び財政状態に悪

影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑨ 食の安全性に関わる問題 

当社グループでは、安全で高品質の商品を安定的に供給することを基本的な使命と考え、品質保証体制および品質

管理体制の強化に取り組んでおります。しかし、偶発的な事由によるものを含めて製品事故が発生した場合や当社グ

ループの取り組みの範囲を超えた事象が発生した場合には、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能

性があります。 

  

⑩ 知的財産 

当社グループは、当社グループにおいて開発した技術については、必要に応じて、特許権、実用新案権、商標権等

の工業所有権を取得しており、これらは経営上多くのメリットがあり、重要な経営資源と考えております。しかし、

他社が類似するもの、若しくは当社グループより優れた技術を開発した場合には、当社グループの優位性がなくな

り、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑪ 他社との提携及び企業買収 

当社グループは、特定の事業分野において他社との提携を行っております。今後も必要な社外の資源を活用するた

めに、資本提携及び企業買収を含む戦略的提携を行う可能性があります。しかし、提携及び買収後の事業が当初の計

画通りに進捗しない場合には、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑫ 法的規制 

当社グループは、国内において食品衛生法、製造物責任法等の法的規制を受けております。また、当社グループ

は、事業を展開する各国において、当該国の法的規制を受けております。今後、これらの規制が変更された場合に

は、当社グループの活動が制限され、当社グループの業績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 
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（１）会社の経営の基本方針 

「経営理念」と「事業領域」 

当社グループの経営理念は、次の通りであります。 

企業の存続と繁栄は、消費者の皆様にご満足いただいて初めて実現するものと考えております。この認識のもとに当

社グループは、消費者の皆様の声に耳を傾けるとともに、市場を洞察し、消費者の皆様にとって価値のある商品・サー

ビスの提案を行ってまいります。 

また、食品企業としての基本的使命は、安全で高品質の商品を適正な価格で安定的に供給することであると考えてお

り、こうした基本の実践を着実に積み重ねてまいります。 

  

当社グループの事業領域は、次の通りであります。 

  

（２）目標とする経営指標 

当社グループは、平成24年度を初年度とし、平成26年度を最終年度とする中期経営計画を定めております。 

＜平成26年度の連結業績目標＞ 

１．売上高   ３，２００億円（平均成長率 ４．６％） 

２．営業利益    ２３０億円（営業利益率 ７．２％） 

３．ＲＯＡ      ７．０％ 

  

※ 詳細は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

http://www.kikkoman.co.jp/ir/library/presentation/pdf/info201203_1.pdf 

  

（３）中長期的な経営戦略と会社の対処すべき課題 

当社グループでは、グループの将来ビジョン「グローバルビジョン2020」を策定しております。これは、平成32年

（2020年）を目標とする、キッコーマングループの「目指す姿」及びそのための「基本戦略」を定めたものです。 

  

※ 詳細は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

http://www.kikkoman.co.jp/corporate/management/vision.html 

  

  ２．経 営 方 針   

私たちキッコーマングループは、 

１．「消費者本位」を基本理念とする 

２．食文化の国際交流をすすめる 

３．地球社会にとって存在意義のある企業をめざす 

１．食品の製造と販売 

２．「食と健康」に関わる商品とサービスの提供 

をグローバルに展開する 

［目指す姿］ 

１．キッコーマンしょうゆをグローバルスタンダードの調味料にする 

２．食を通じた健康的な生活の実現を支援する企業となる 

３．地球社会にとって存在意義のある企業となる 

  

［基本戦略］ 

１．しょうゆ世界戦略 

２．東洋食品卸世界戦略 

３．デルモンテ事業戦略 

４．健康関連事業戦略 

５．豆乳事業戦略  
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 30,247 27,941

受取手形及び売掛金 39,029 42,274

有価証券 131 20,131

商品及び製品 19,063 21,377

仕掛品 8,699 9,386

原材料及び貯蔵品 3,221 3,462

繰延税金資産 4,988 4,283

その他 4,485 5,171

貸倒引当金 △421 △223

流動資産合計 109,445 133,804

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 40,920 40,241

機械装置及び運搬具（純額） 33,686 33,485

土地 15,548 19,764

リース資産（純額） 172 158

建設仮勘定 3,712 3,356

その他（純額） 2,283 2,163

有形固定資産合計 96,323 99,170

無形固定資産   

のれん 25,189 23,514

その他 2,593 3,365

無形固定資産合計 27,782 26,879

投資その他の資産   

投資有価証券 51,944 59,536

長期貸付金 1,318 589

繰延税金資産 2,820 1,538

その他 10,703 11,631

貸倒引当金 △1,472 △1,779

投資その他の資産合計 65,315 71,517

固定資産合計 189,421 197,567

資産合計 298,867 331,371
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,626 15,474

短期借入金 5,054 6,412

1年内償還予定の社債 － 20,000

リース債務 71 68

未払金 12,711 11,756

未払法人税等 2,030 980

賞与引当金 2,187 2,154

役員賞与引当金 80 81

投資損失引当金 267 －

災害損失引当金 493 50

工場閉鎖損失引当金 － 209

その他 3,981 3,927

流動負債合計 41,504 61,114

固定負債   

社債 60,000 70,000

長期借入金 19,555 17,600

リース債務 123 105

繰延税金負債 2,287 2,688

退職給付引当金 3,922 4,198

役員退職慰労引当金 1,099 1,114

環境対策引当金 348 336

工場閉鎖損失引当金 209 －

その他 7,216 6,860

固定負債合計 94,762 102,903

負債合計 136,266 164,018

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,599 11,599

資本剰余金 21,210 21,209

利益剰余金 156,248 162,149

自己株式 △5,214 △5,275

株主資本合計 183,844 189,682

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,230 △392

繰延ヘッジ損益 △0 15

為替換算調整勘定 △21,194 △22,618

在外子会社の年金会計に係る未積立債務 △688 △924

その他の包括利益累計額合計 △23,113 △23,920

新株予約権 179 179

少数株主持分 1,690 1,410

純資産合計 162,600 167,352

負債純資産合計 298,867 331,371
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

売上高 283,463 283,239

売上原価 168,147 168,669

売上総利益 115,315 114,569

販売費及び一般管理費   

販売費 71,491 72,373

一般管理費 24,615 24,432

販売費及び一般管理費合計 96,107 96,805

営業利益 19,208 17,764

営業外収益   

受取利息 189 120

受取配当金 623 601

持分法による投資利益 19 232

受取賃貸料 572 491

為替差益 842 106

その他 1,174 1,076

営業外収益合計 3,422 2,628

営業外費用   

支払利息 1,446 1,505

その他 4,432 3,643

営業外費用合計 5,879 5,149

経常利益 16,751 15,242

特別利益   

有形固定資産売却益 1,714 1,745

投資有価証券売却益 562 31

退職特別加算金戻入益 － 65

その他 30 23

特別利益合計 2,307 1,865

特別損失   

固定資産減損損失 514 427

固定資産除却損 605 329

投資有価証券評価損 495 43

関係会社整理損 691 －

ゴルフ会員権評価損 11 6

退職特別加算金 377 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 128 －

上海万博出展費用 434 －

関係会社社名変更費用 － 70

災害による損失 2,352 701

その他 － 97

特別損失合計 5,610 1,676

税金等調整前当期純利益 13,447 15,431

法人税、住民税及び事業税 6,014 4,343

法人税等調整額 △421 2,053

法人税等合計 5,593 6,397

少数株主損益調整前当期純利益 7,854 9,034

少数株主利益 83 51

当期純利益 7,770 8,983
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 7,854 9,034

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,661 809

繰延ヘッジ損益 △17 0

為替換算調整勘定 △6,155 △1,394

在外子会社の年金会計に係る未積立債務 104 △236

持分法適用会社に対する持分相当額 △341 12

その他の包括利益合計 △8,070 △807

包括利益 △215 8,227

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △296 8,177

少数株主に係る包括利益 80 49
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 11,599 11,599

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 11,599 11,599

資本剰余金   

当期首残高 21,212 21,210

当期変動額   

自己株式の処分 △1 △1

当期変動額合計 △1 △1

当期末残高 21,210 21,209

利益剰余金   

当期首残高 151,579 156,248

当期変動額   

剰余金の配当 △3,101 △3,082

当期純利益 7,770 8,983

当期変動額合計 4,669 5,901

当期末残高 156,248 162,149

自己株式   

当期首残高 △4,066 △5,214

当期変動額   

自己株式の取得 △1,161 △71

自己株式の処分 12 10

当期変動額合計 △1,148 △60

当期末残高 △5,214 △5,275

株主資本合計   

当期首残高 180,324 183,844

当期変動額   

剰余金の配当 △3,101 △3,082

当期純利益 7,770 8,983

自己株式の取得 △1,161 △71

自己株式の処分 11 9

当期変動額合計 3,519 5,838

当期末残高 183,844 189,682
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 536 △1,230

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,766 837

当期変動額合計 △1,766 837

当期末残高 △1,230 △392

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 27 △0

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △27 15

当期変動額合計 △27 15

当期末残高 △0 15

為替換算調整勘定   

当期首残高 △14,816 △21,194

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △6,377 △1,424

当期変動額合計 △6,377 △1,424

当期末残高 △21,194 △22,618

在外子会社の年金会計に係る未積立債務   

当期首残高 △793 △688

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 104 △236

当期変動額合計 104 △236

当期末残高 △688 △924

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △15,046 △23,113

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,067 △806

当期変動額合計 △8,067 △806

当期末残高 △23,113 △23,920

新株予約権   

当期首残高 185 179

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △5 －

当期変動額合計 △5 －

当期末残高 179 179

少数株主持分   

当期首残高 1,623 1,690

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 66 △279

当期変動額合計 66 △279

当期末残高 1,690 1,410
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 167,086 162,600

当期変動額   

剰余金の配当 △3,101 △3,082

当期純利益 7,770 8,983

自己株式の取得 △1,161 △71

自己株式の処分 11 9

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,005 △1,086

当期変動額合計 △4,486 4,752

当期末残高 162,600 167,352
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 13,447 15,431

減価償却費 12,150 12,611

固定資産減損損失 891 427

退職給付引当金の増減額（△は減少） △139 328

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43 △17

災害損失引当金の増減額（△は減少） 493 △442

受取利息及び受取配当金 △813 △722

支払利息 1,446 1,505

持分法による投資損益（△は益） △19 △232

有形固定資産売却損益（△は益） △1,719 △1,755

投資有価証券売却損益（△は益） △562 △31

有形固定資産除却損 826 592

投資有価証券評価損益（△は益） 495 43

売上債権の増減額（△は増加） 504 △3,809

たな卸資産の増減額（△は増加） △264 △3,513

仕入債務の増減額（△は減少） 1,072 1,045

その他 2,104 1,472

小計 29,870 22,934

利息及び配当金の受取額 1,151 1,052

利息の支払額 △1,447 △1,392

法人税等の支払額 △5,040 △6,209

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,534 16,384

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,387 △17,912

有形固定資産の売却による収入 1,808 2,216

無形固定資産の取得による支出 △852 △1,310

投資有価証券の取得による支出 △1,557 △6,936

投資有価証券の売却による収入 4,980 42

貸付けによる支出 △149 △266

貸付金の回収による収入 438 195

その他 △82 △661

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,802 △24,632

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,799 1,413

長期借入金の返済による支出 △2,259 △2,200

社債の発行による収入 － 29,827

自己株式の取得による支出 △1,161 △71

配当金の支払額 △3,101 △3,082

少数株主への配当金の支払額 △9 △12

その他 △162 △76

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,493 25,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,426 △537

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,812 17,012

現金及び現金同等物の期首残高 25,008 28,855

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

35 －

現金及び現金同等物の期末残高 28,855 45,867
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該当事項はありません。 

  

  

   

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

１．連結範囲及び持分法の適用に関する事項 

連結子会社数 41社 (主要会社名：キッコーマン食品㈱、キッコーマン飲料㈱、 

日本デルモンテ㈱、マンズワイン㈱、太平洋貿易㈱、 

キッコーマンソイフーズ㈱、KIKKOMAN FOODS, INC.、 

KIKKOMAN SALES USA, INC.、JFC INTERNATIONAL INC.、他32社） 

なお、㈱フードケミファは平成23年４月１日付で、キッコーマンソイフーズ㈱に社名変更いたしました。 

非連結子会社数 21社   

関連会社数 37社 (うち持分法適用会社数21社：ヒゲタ醤油㈱、理研ビタミン㈱、 他19社） 

２．連結範囲及び持分法の適用の異動状況 

連 結（新規） キッコーマンバイオケミファ㈱ （新規設立） 

（除外） REACTION SALES CL UK LIMITED （清算） 

  

３．会計処理基準に関する事項 

連結納税制度の適用 

当連結会計年度より、連結納税制度を適用しております。  

  

なお、上記以外は、最近の有価証券報告書における記載から重要な変更がないため開示を省略しております。  

（７）追加情報
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１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであります。 

当社は、持株会社として主に、グループ戦略の立案、事業会社の統括管理を行なっており、その下で、国内は

事業会社を食料品の製造及び販売を主とする事業とそれ以外に区分し、海外は持株会社の海外管理部門が事業会

社を食料品製造・販売事業と東洋食品の卸売を行なう事業に区分し管理しております。 

したがって、当社グループは、国内、海外の地域と事業の種類が複合された報告セグメントから構成されてお

り、「国内 食料品製造・販売事業」、「国内 その他事業」、「海外 食料品製造・販売事業」及び「海外 

食料品卸売事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「国内 食料品製造・販売事業」は、国内においてしょうゆ、食品、飲料、酒類の製造・販売を行なっており

ます。「国内 その他事業」は、医薬品、化成品等の製造・販売、不動産賃貸、運送事業及び間接業務の提供等

を行なっております。「海外 食料品製造・販売事業」は、海外においてしょうゆ、デルモンテ製品、健康食品

等の製造・販売を行い、また、海外向けの輸出販売を行なっております。「海外 食料品卸売事業」は、国内外

において、東洋食品等を仕入れ、販売しております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は営業利益の数値であり、セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価額に基づい

ております。  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他項目の金額に関する情報  

（注）１．調整額は以下の通りであります。 

(1)セグメント利益の調整額 134百万円には、全社費用配賦差額 103百万円が含まれております。 

(2)セグメント資産の調整額 54,556百万円には、セグメント間取引消去のほか、全社資産の金額 93,139百万

円が含まれております。その主なものは当社の現金及び預金、投資有価証券であります。 

(3)減価償却費の調整額 473百万円は全社資産に係る減価償却費であります。  

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 1,363百万円は全社資産に係る増加額であり、その主な

ものはキッコーマン総合病院に対する設備投資額であります。  

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（８）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）     （単位 百万円）

  報告セグメント 

調整額 
 (注)１ 

連結財務諸表
計上額 

(注)２ 

  国内  
食料品製 
造・販売 

国内 
その他 

  

海外  
食料品製 
造・販売 

海外  
食料品 
卸売 

計 

売 上 高     

外部顧客に対する売上高  149,387 8,131 40,967 84,976  283,463 － 283,463

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,069 11,504 5,731 296  18,602  (18,602) －

計  150,456 19,636 46,699 85,273  302,065  (18,602) 283,463

セグメント利益  5,678 1,456 8,007 3,929  19,073  134 19,208

セグメント資産  128,612 18,291 63,255 34,150  244,310  54,556 298,867

その他の項目    

減価償却費      7,667 1,168 2,210 572  11,618  473 12,092

のれんの償却額  1,401 83 223 －  1,707 － 1,707

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額  
 9,730 1,348 1,326 719  13,125  1,363 14,489
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（注）１．調整額は以下の通りであります。 

(1)セグメント利益の調整額 205百万円には、全社費用配賦差額 153百万円が含まれております。 

(2)セグメント資産の調整額 89,277百万円には、セグメント間取引消去のほか、全社資産の金額 120,552百

万円が含まれております。その主なものは当社の現金及び預金、投資有価証券等であります。 

(3)減価償却費の調整額 546百万円は全社資産に係る減価償却費であります。  

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 1,314百万円は全社資産に係る増加額であり、その主な

ものはキッコーマン総合病院に対する設備投資額であります。  

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日）     （単位 百万円）

  報告セグメント 

調整額 
 (注)１ 

連結財務諸表
計上額 

(注)２ 

  国内  
食料品製 
造・販売 

国内 
その他 

  

海外  
食料品製 
造・販売 

海外  
食料品 
卸売 

計 

売 上 高     

外部顧客への売上高  146,760 8,182 40,894 87,400  283,239 － 283,239

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,127 12,320 5,757 232  19,439  (19,439) －

計  147,888 20,503 46,652 87,633  302,678  (19,439) 283,239

セグメント利益  3,610 1,654 8,199 4,094  17,558  205 17,764

セグメント資産  116,856 21,094 68,748 35,394  242,093  89,277 331,371

その他の項目    

減価償却費      8,234 1,185 1,996 600  12,016  546 12,562

のれんの償却額  1,401 83 189 －  1,673 － 1,673

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額  
 9,312 3,765 2,227 1,394  16,699  1,314 18,014
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（注） １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日）

１株当たり純資産額 円 783.58 円 808.40

１株当たり当期純利益 円 37.74 円 43.80

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益について

は、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益について

は、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日）

１株当たり当期純利益     

当期純利益（百万円）  7,770  8,983

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  7,770  8,983

期中平均株式数（千株）  205,903  205,098

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要 

平成19年６月26日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数298個）

１種類（普通株式

298,000）。 

平成20年６月24日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数353個）

１種類（普通株式

353,000）。 

平成21年６月23日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数314個）

１種類（普通株式

314,000）。 

平成19年６月26日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数298個）

１種類（普通株式

298,000）。 

平成20年６月24日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数353個）

１種類（普通株式

353,000）。 

平成21年６月23日定時株主

総会決議による新株予約権

方式のストックオプション

（新株予約権の数314個）

１種類（普通株式

314,000）。 
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会社法第165条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得  

当社は、平成24年４月27日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。 

１．自己株式の取得を行う理由 

経営環境の変化に応じた機動的な資本政策を遂行するため。  

２．取得の内容 

（１）取得する株式の種類   当社普通株式 

（２）取得する株式の総数   600万株（上限） 

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 2.92％） 

（３）株式の取得価額の総額  5,000百万円（上限） 

（４）取得する期間      平成24年５月１日～平成24年７月31日 

（５）取得方法        東京証券取引所における市場買付  

（ご参考）平成24年３月31日時点の自己株式の保有 

発行済株式総数（自己株式を除く）  205,427,657株 

自己株式数              4,955,545株  

（重要な後発事象）
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補 説 資料補足説明資料

２０１２年（平成２４年）３月期決算

キッコーマン株式会社
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2． 国内　連結通期業績予想 11

3． 海外　連結通期業績予想 12

4． 連結通期業績予想　－第２四半期累計期間－ 13

5． 海外　連結通期業績予想　－第２四半期累計期間－ 14

6． 設備投資額・減価償却費　－通期予想－ 15

・資料中の業績予想については作成時点における経済環境を前提に作成しており、

　実際の業績は様々な予期せざる要因により、これらの業績予想とは異なる結果となる

　可能性があります。



連結決算業績 2009.3
実績

2010.3
実績

2011.3
実績

2012.3
実績

2013.3
予想

売 上 高 百万円 412,649 285,721 283,463 283,239 291,000
対前期伸率 ％ △ 0 3 △ 30 8 △ 0 8 △ 0 1 2 7

Ⅰ.主要な連結経営指標等

- 補足１ -

対前期伸率 ％ △ 0.3 △ 30.8 △ 0.8 △ 0.1 2.7
営 業 利 益 百万円 20,368 21,115 19,208 17,764 19,000
（ 営 業 利 益 率 ） ％ 4.9 7.4 6.8 6.3 6.5

対前期伸率 ％ △ 14.6 3.7 △ 9.0 △ 7.5 7.0
経 常 利 益 百万円 17,966 19,136 16,751 15,242 16,700
（ 経 常 利 益 率 ） ％ 4.4 6.7 5.9 5.4 5.7

対前期伸率 ％ △ 19.7 6.5 △ 12.5 △ 9.0 9.6
当 期 純 利 益 百万円 2,746 8,602 7,770 8,983 10,000
( 当 期 純 利 益 率 ) ％ 0.7 3.0 2.7 3.2 3.4( 当 期 純 利 益 率 ) ％ 0.7 3.0 2.7 3.2 3.4

対前期伸率 ％ △ 76.0 213.2 △ 9.7 15.6 11.3
１ 株 当 た り 純 資 産 額 円 774.61 800.79 783.58 808.40 -
１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 円 13.59 41.65 37.74 43.80 48.77
潜 在 株 式 調 整 後
１ 株 当 た り 当 期 純 利 益

円 13.59 - - - -

１株当たり年間配当金 円 15.00 15.00 15.00 15.00 15.00
配 当 性 向 （ 連 結 ） ％ 110.4 36.0 39.7 34.2 30.8
純 資 産 額 百万円 161,817 167,086 162,600 167,352 -
自 己 資 本 額 百万円 160 067 165 277 160 730 165 762自 己 資 本 額 百万円 160,067 165,277 160,730 165,762 -
総 資 産 額 百万円 310,873 311,175 298,867 331,371 -
自 己 資 本 比 率 ％ 51.5 53.1 53.8 50.0 -
Ｄ / Ｅ レ シ オ ％ 60.6 55.6 52.6 71.8 -
純 資 産 配 当 率 ％ 1.8 1.9 1.9 1.9 -
自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 ％ 1.7 5.3 4.8 5.5 -
総 資 本 経 常 利 益 率 ％ 5.5 6.2 5.5 4.8 -
期 末 株 価 円 822 1,094 784 957 -
株 価 収 益 率 倍 60 5 26 3 20 8 21 8 -株 価 収 益 率 倍 60.5 26.3 20.8 21.8 -
営 業 活 動 に よ る Ｃ Ｆ 百万円 22,452 18,003 24,534 16,384 -
投 資 活 動 に よ る Ｃ Ｆ 百万円 △ 46,548 △ 11,959 △ 7,802 △ 24,632 -
財 務 活 動 に よ る Ｃ Ｆ 百万円 19,819 △ 8,522 △ 11,493 25,797 -

現金及び現金同等物の期末残高 百万円 27,783 25,008 28,855 45,867 -
フ リ ー Ｃ Ｆ 百万円 7,436 3,383 13,109 △ 615 -

１株当たりフリーＣＦ 円 36.80 16.38 63.67 △3.00 -

有 利 子 負 債 百万円 102,083 97,081 89,832 119,039 -

設 備 投 資 額 百万円 17,307 15,623 14,489 18,014 14,800
（うち有形固定資産） 百万円 16,645 14,767 13,497 16,675 13,000

減 価 償 却 費 百万円 17,239 12,036 12,092 12,607 12,200
（うち有形固定資産） 百万円 15,244 10,747 11,527 11,997 11,300

研 究 開 発 費 百万円 4,015 3,771 3,530 3,567 -研 究 開 発 費 百万円 4,015 3,771 3,530 3,567
金 融 収 支 百万円 △ 500 △ 805 △ 633 △ 783 -
為替ﾚｰﾄ（USD期中平均） 円/US$ 100.62 93.04 85.82 79.30 78.00
従 業 員 数 人 5,226 5,263 5,268 5,316 -
期 末 発 行 済 株 式 数 千株 206,642 206,393 205,123 205,051 -

（注）1.売上高に消費税等は含まれておりません。
　　　2.フリーＣＦ（キャッシュ・フロー）＝ 営業活動によるＣＦ - 固定資産取得による支出

+ 固定資産売却による収入        + 固定資産売却による収入
　　　3.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての
　　　  負債を対象としております｡
　　　4.金融収支＝受取利息＋受取配当－支払利息
　　　5.自己資本＝純資産の部合計－新株予約権－少数株主持分
　　　6.Ｄ/Ｅレシオ＝(借入金+社債）/ 自己資本
　　　7.期末発行済株式数は、自己株式を除いております。
　　　8.減価償却費にのれん償却費は含まれておりません。

9 2010年3月期の数値は2009年4月から持株会社制に移行したものとして組替えて表示　　　9.2010年3月期の数値は2009年4月から持株会社制に移行したものとして組替えて表示
        しております。 - 補足１ -



Ⅱ．当期の業績
１．連結範囲・為替レート

【連結範囲】
対前期

12年03月 11年03月
実績 実績

増減 摘要

- 補足２ -

実績 実績

連結 41 41 0 ＋ ｷｯｺｰﾏﾝﾊﾞｲｵｹﾐﾌｧ㈱

子会社
－ REACTION SALES CL UK LIMITED

持分法 21 21 0

【為替レート】
12年03月実績 11年03月実績 比較

期中平均 期末 期中平均 期末
期中平均 期末

期中平均 期末 期中平均 期末

(11.4-12.03) (12.03) (10.4-11.03) (11.03)

ＵＳＤ 79.30 82.19 85.82 83.15 △ 6.52 92.4 △ 0.96 98.8

ＥＵＲ 110.17 109.80 113.56 117.57 △ 3.39 97.0 △ 7.77 93.4

ＳＧＤ 63.41 65.37 64.28 65.91 △ 0.87 98.6 △ 0.54 99.2

ＡＵＤ 83 55 85 45 81 07 86 08 2 48 103 1 △ 0 63 99 3

期中平均 ％ 期末 ％

ＡＵＤ 83.55 85.45 81.07 86.08 2.48 103.1 △ 0.63 99.3

- 補足２ -



２．連結業績

売上高 単位：百万円
為替差除

増減
％12年3月実績 増減11年3月実績 ％

- 補足３ -

増減

国内 しょうゆ 46,404 47,173 △ 769 98.4 △ 769 98.4
食品 56,369 56,347 21 100.0 21 100.0
（うち　しょうゆ関連調味料） 35,621 34,152 1,468 104.3 1,468 104.3
飲料 32,969 34,416 △ 1,447 95.8 △ 1,447 95.8
（うち　豆乳飲料） 18,818 18,396 422 102.3 422 102.3
酒類 12,271 12,681 △ 409 96.8 △ 409 96.8
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 126 △ 161 35 - 35 -

食料品製造・販売 147 888 150 456 △ 2 568 98 3 △ 2 568 98 3食料品製造・販売 147,888 150,456 △ 2,568 98.3 △ 2,568 98.3
その他 20,503 19,636 867 104.4 867 104.4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 11,380 △ 10,550 △ 829 - △ 829 -

計 157,011 159,541 △ 2,530 98.4 △ 2,530 98.4
海外 しょうゆ 35,224 35,161 62 100.2 2,183 106.2

デルモンテ 4,568 4,199 368 108.8 733 117.5
その他食料品 6,859 7,337 △ 478 93.5 194 102.7

食料品製造・販売 46,652 46,699 △ 46 99.9 3,111 106.7
卸売 87,633 85,273 2,360 102.8 7,784 109.1卸売 87,633 85,273 2,360 102.8 7,784 109.1
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 5,945 △ 5,963 17 - △ 358 -

計 128,341 126,009 2,331 101.9 10,537 108.4
キッコーマン(持株会社) 11,724 11,572 151 101.3 151 101.3
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 13,838 △ 13,661 △ 177 - △ 177 -

連結計 283,239 283,463 △ 224 99.9 7,981 102.8

営業利益
為替差除

12年3月実績 増減11年3月実績
為替差除

増減

国内 食料品製造・販売 3,610 5,678 △ 2,068 63.6 △ 2,068 63.6
その他 1,654 1,456 197 113.6 197 113.6

計 5,306 7,168 △ 1,861 74.0 △ 1,861 74.0
海外 食料品製造・販売 8,199 8,007 191 102.4 770 109.6

卸売 4,094 3,929 164 104.2 395 110.1
計 12,191 11,873 318 102.7 1,132 109.5

キッコーマン(持株会社) 3 595 3 517 78 102 2 78 102 2

％ ％12年3月実績 増減11年3月実績

キッコーマン(持株会社) 3,595 3,517 78 102.2 78 102.2
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 3,330 △ 3,350 20 - 92 -

連結計 17,764 19,208 △ 1,444 92.5 △ 558 97.1

経常利益 15,242 16,751 △ 1,508 91.0 △ 737 95.6

税引前当期純利益 15,431 13,447 1,984 114.8 2,754 120.5

当期純利益 8,983 7,770 1,212 115.6 1,721 122.2

- 補足３ -



３．国内　連結業績

売上高 単位：百万円
為替差除

増減

国内 しょうゆ 46,404 47,173 △ 769 98.4 △ 769 98.4
食品 56 369 56 347 21 100 0 21 100 0

％12年3月実績 増減 ％11年3月実績

- 補足４ -

食品 56,369 56,347 21 100.0 21 100.0
 (うち　しょうゆ関連調味料） 35,621 34,152 1,468 104.3 1,468 104.3
飲料 32,969 34,416 △ 1,447 95.8 △ 1,447 95.8
（うち 豆乳飲料） 18,818 18,396 422 102.3 422 102.3
酒類 12,271 12,681 △ 409 96.8 △ 409 96.8
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 126 △ 161 35 - 35 -

食料品製造・販売 147,888 150,456 △ 2,568 98.3 △ 2,568 98.3
その他 20,503 19,636 867 104.4 867 104.4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 11 380 △ 10 550 △ 829 - △ 829 -ｾｸ ﾒﾝﾄ間取引 △ 11,380 △ 10,550 △ 829 - △ 829 -

計 157,011 159,541 △ 2,530 98.4 △ 2,530 98.4

営業利益
為替差除

増減

国内 食料品製造・販売 3,610 5,678 △ 2,068 63.6 △ 2,068 63.6
その他 1,654 1,456 197 113.6 197 113.6

計 5,306 7,168 △ 1,861 74.0 △ 1,861 74.0

増減 ％ ％12年3月実績 11年3月実績

計 5,306 7,168 △ 1,861 74.0 △ 1,861 74.0

要因分析

　営業利益増減の主な要因 （単位：億円）

2012年3月

その他

販管費の増減影響

震災等による影響

年金費用影響

減価償却費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2011年3月

53

△2

2

△2

△5

△6

△10

4

72

国内 △１９億円

2012年3月

その他

販管費の増減影響

震災等による影響

年金費用影響

減価償却費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2011年3月

53

△2

2

△2

△5

△6

△10

4

72

国内 △１９億円

2012年3月

その他

販管費の増減影響

震災等による影響

年金費用影響

減価償却費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2011年3月

53

△2

2

△2

△5

△6

△10

4

72

国内 △１９億円

2012年3月

その他

販管費の増減影響

震災等による影響

年金費用影響

減価償却費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2011年3月

53

△2

2

△2

△5

△6

△10

4

72

国内 △１９億円

- 補足４ -



４．海外　連結業績

売上高 単位：百万円
為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 31,306 32,393 △ 1,087 96.6 1,595 104.9

12年3月実績 11年3月実績 ％増減 ％

- 補足５ -

海外 北米 食料品製造 販売 31,306 32,393 △ 1,087 96.6 1,595 104.9
卸売 69,421 67,911 1,510 102.2 7,073 110.4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 4,155 △ 4,303 148 - △ 193 -

計 96,571 96,001 570 100.6 8,475 108.8
欧州 食料品製造・販売 6,110 5,709 401 107.0 589 110.3

卸売 7,726 7,394 331 104.5 603 108.2
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 854 △ 790 △ 63 - △ 89 -

計 12,982 12,313 669 105.4 1,103 109.0
亜豪州 食料品製造・販売 8,314 7,653 661 108.6 1,002 113.1亜豪州 食料品製造 販売 8,314 7,653 661 108.6 1,002 113.1

卸売 7,672 6,920 752 110.9 630 109.1
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 166 △ 147 △ 18 - △ 14 -

計 15,820 14,426 1,394 109.7 1,619 111.2
その他 24,150 23,979 171 100.7 171 100.7
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 21,184 △ 20,710 △ 473 - △ 831 -

計 128,341 126,009 2,331 101.9 10,537 108.4

営業利益営業利益
為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 5,498 5,650 △ 151 97.3 354 106.3
卸売 2,648 2,469 178 107.2 388 115.7

計 8,054 8,071 △ 17 99.8 701 108.7
欧州 食料品製造・販売 1,398 1,232 165 113.4 208 117.0

卸売 353 292 61 120.8 73 125.0
計 1 754 1 524 230 115 1 286 118 8

12年3月実績 11年3月実績 増減 ％ ％

計 1,754 1,524 230 115.1 286 118.8
亜豪州 食料品製造・販売 1,051 807 243 130.2 267 133.1

卸売 387 397 △ 9 97.5 △ 16 95.7
計 1,423 1,203 220 118.3 236 119.6

その他 954 1,045 △ 91 91.3 △ 91 91.3
計 12,191 11,873 318 102.7 1,132 109.5

要因分析

 営業利益増減の主な要因 （単位：億円）

2012年3月

為替差

その他

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2011年3月

122

△8

△0

△9

△7

7

21

119

海外 ＋３億円

2012年3月

為替差

その他

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2011年3月

122

△8

△0

△9

△7

7

21

119

海外 ＋３億円

上期
実績
4-9月

下期
実績

10-3月

年間
実績
4-3月

北 米 104 99 101

欧 州 118 111 114

亜 豪 111 116 114

海外しょうゆ販売数量の
前年比（％）

2012年3月

為替差

その他

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2011年3月

122

△8

△0

△9

△7

7

21

119

海外 ＋３億円

上期
実績
4-9月

下期
実績

10-3月

年間
実績
4-3月

北 米 104 99 101

欧 州 118 111 114

亜 豪 111 116 114

海外しょうゆ販売数量の
前年比（％）

- 補足５ -



５．営業外収支・特別損益

【連結計】 単位：百万円

為替差除
増減

12年3月実績 増減 ％ ％11年3月実績

- 補足６ -

営業利益 17,764 19,208 △ 1,444 92.5 △ 558 97.1

金融収支・受取配当 △ 783 △ 633 △ 150 - △ 148 -

持分法投資損益 232 19 212 - 212 -

雑益・雑損 △ 1,970 △ 1,843 △ 126 - △ 242 -

営業外損益計 △ 2,521 △ 2,456 △ 64 - △ 178 -

経常利益 15,242 16,751 △ 1,508 91.0 △ 737 95.6

有形固定資産売却益 1,745 1,714 31 31

投資有価証券売却益 31 562 △ 530 △ 530

退職特別加算金戻入益 65 - 65 65

その他 23 30 △ 6 △ 6その他 23 30 △ 6 △ 6

特別利益計 1,865 2,307 △ 441 80.9 △ 440 80.9

固定資産減損損失 427 514 △ 86 △ 86

固定資産除却損 329 605 △ 275 △ 275

投資有価証券評価損 43 495 △ 452 △ 452

関係会社整理損 - 691 △ 691 △ 691

ゴルフ会員権評価損 6 11 △ 4 △ 4ゴルフ会員権評価損 6 11 △ 4 △ 4

退職特別加算金 - 377 △ 377 △ 377
資産除去債務会計基準の適用に
伴う影響額 - 128 △ 128 △ 128

上海万博出展費用 - 434 △ 434 △ 434

関係会社社名変更費用 70 - 70 70

災害による損失 701 2,352 △ 1,651 △ 1,649

その他 97 - 97 93その他 97 97 93

特別損失計 1,676 5,610 △ 3,934 29.9 △ 3,932 29.9

特別損益計 189 △ 3,303 3,492 - 3,491 -

税引前当純利益 15,431 13,447 1,984 114.8 2,754 120.5

法人税等 6,397 5,593 804 114.4 1,064 119.0

少数株主損益調整前当期純利益 9,034 7,854 1,180 115.0 1,689 121.5

少数株主利益 51 83 △ 32 61.0 △ 31 61.8

当期純利益 8,983 7,770 1,212 115.6 1,721 122.2

- 補足６ -



６．連結貸借対照表

2012年３月末（対2011年３月末）

　総資産　＝ 331,371 ＋32,504 （単位：百万円）

為替影響 △ 1,646 US$ 82.19 △0.96

EUR109.80 △7.77

実質差異 34,151

 流動資産 ＋25,436  負　　債 ＋28,148

現金及び預金 △1,881 金融機関に対する有利子負債 ＋29,407

受取手形・売掛金 ＋3,481 支払手形・買掛金・未払金 ＋79

有価証券 ＋20,000 未払法人税等 △ 1,039

たな卸資産 ＋3,598 退職給付引当金 ＋291

繰延税金資産 △ 684 工場閉鎖損失引当金 ＋209

そ　の　他 ＋922 そ　の　他 △ 799

 固定資産 ＋8,714  純 資 産 ＋6,002

有形固定資産 ＋3,361 利益剰余金 ＋6,359

無形固定資産 △ 879 有価証券評価差額金 ＋844

　 （のれん △ 1,673) 為替換算調整勘定 △ 628

投資その他 ＋6,232 少数株主持分 △ 279

　（投資有価証券 ＋7,614) そ　の　他 △ 294

　（繰延税金資産 △ 1,282)

- 補足７ -



７．連結キャッシュ・フロー計算書

- 補足８ -

連結キャッシュ・フロー計算書 単位　百万円
12年3月実績 11年3月実績 増　　　減

金額 金額 金額

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 16,384 24,534 △ 8,149
税金等調整前当期純利益 15,431 13,447 1,984
減価償却費 12,611 12,150 460
固定資産減損損失 427 891 △ 463
退職給付引当金等の増減額 328 △ 139 467退職給付引当金等 増減額
役員退職慰労引当金の増減額 △ 17 △ 43 25
災害損失引当金の増減額 △ 442 493 △ 936
受取利息及び配当金･支払利息 783 633 150
持分法による投資損益 △ 232 △ 19 △ 212
固定資産売却損益･除却損 △ 1,162 △ 893 △ 269
投資有価証券等売却益・評価損 12 △ 66 78
売上債権･仕入債務の増減額 △ 2,763 1,576 △ 4,340
たな卸資産の増減額 △ 3,513 △ 264 △ 3,249
その他 1 472 2 104 △ 632その他 1,472 2,104 △ 632
　（小計） 22,934 29,870 △ 6,936
受取利息及び配当金の受取額･支払利息の支払額 △ 339 △ 295 △ 44
法人税等の支払額 △ 6,209 △ 5,040 △ 1,169

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー △ 24,632 △ 7,802 △ 16,830
有形固定資産の取得による支出 △ 17,912 △ 12,387 △ 5,524
有形固定資産の売却による収入 2,216 1,808 408
無形固定資産の取得による支出 △ 1,310 △ 852 △ 458
投資有価証券の取得による支出 △ 6,936 △ 1,557 △ 5,378
投資有価証券の売却による収入 42 4 980 △ 4 937投資有価証券の売却による収入 42 4,980 △ 4,937
貸付けによる支出 △ 266 △ 149 △ 116
貸付金の回収による収入 195 438 △ 242
その他 △ 661 △ 82 △ 579

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー 25,797 △ 11,493 37,290
借入金の純増減額 △ 786 △ 7,058 6,271
自己株式の取得による支出 △ 71 △ 1,161 1,089
社債の発行による収入･償還による支出 29,827 - 29,827
配当金(少数株主含む）の支払額 △ 3,094 △ 3,110 15

他その他 △ 76 △ 162 86
Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 537 △ 1,426 889
Ⅴ現金及び現金同等物の増減額 17,012 3,812 13,200
フリー・キャッシュ・フロー △ 615 13,109 △ 13,724

※フリー・キャッシュ・フロー＝営業活動によるCF － 固定資産取得による支出 + 固定資産売却による収入

- 補足８ -



８．設備投資額・減価償却費

設備投資額
国内

海外

連結計

10年3月決算

11年3月決算

128

125

28

20

海外

156

145

0 50 100 150 200 

12年3月決算 144 36

(億円)

180

10年3月決算 91 30

減価償却費 国内

海外

120

連結計

10年3月決算

11年3月決算

91

93

30

28

120

121

設備投資（無形固定資産 長期前払費用を含む） 単位 百万円

0 50 100 150 200 

12年3月決算 100 26

(億円)

126

設備投資（無形固定資産・長期前払費用を含む） 単位　百万円

連結計 国内 海外

10年3月決算 15,623 12,827 2,796

11年3月決算 14,489 12,456 2,033

12年3月決算 18,014 14,417 3,598

減価償却費（無形固定資産・長期前払費用を含む）減価償却費（無形固定資産・長期前払費用を含む）

連結計 国内 海外

10年3月決算 12,036 9,059 2,976

11年3月決算 12,092 9,331 2,760

12年3月決算 12,607 10,026 2,582
(注）減価償却費にのれん償却費は含まれておりません。

- 補足９ -



Ⅲ．当年業績予想

１．連結通期業績予想

売上高 単位：百万円
為替差除

増減
12年3月実績 ％ ％13年3月予想 増減

- 補足10 -

増減

国内 しょうゆ 46,400 46,404 △ 4 100.0 △ 4 100.0
食品 57,500 56,369 1,130 102.0 1,130 102.0
（うち　しょうゆ関連調味料） 36,800 35,621 1,178 103.3 1,178 103.3
飲料 34,500 32,969 1,530 104.6 1,530 104.6
（うち　豆乳飲料） 20,300 18,818 1,481 107.9 1,481 107.9
酒類 12,400 12,271 128 101.0 128 101.0
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 200 △ 126 △ 73 - △ 73 -

食料品製造 販売 150 600 147 888 2 711 101 8 2 711 101 8

12年3月実績 ％ ％13年3月予想 増減

食料品製造・販売 150,600 147,888 2,711 101.8 2,711 101.8
その他 20,500 20,503 △ 3 100.0 △ 3 100.0
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 11,100 △ 11,380 280 - 280 -

計 160,000 157,011 2,988 101.9 2,988 101.9
海外 しょうゆ 36,305 35,224 1,081 103.1 2,178 106.2

デルモンテ 4,900 4,568 331 107.2 320 107.0
その他食料品 7,400 6,859 540 107.9 715 110.4

食料品製造・販売 48,605 46,652 1,953 104.2 3,214 106.9
卸売 90 796 87 633 3 162 103 6 5 606 106 4卸売 90,796 87,633 3,162 103.6 5,606 106.4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 6,402 △5,945 △ 457 - △ 423 -

計 133,000 128,341 4,658 103.6 8,397 106.5
キッコーマン(持株会社) 12,300 11,724 575 104.9 575 104.9
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 14,300 △ 13,838 △ 461 - △ 461 -

連結計 291,000 283,239 7,760 102.7 11,499 104.1

営業利益
為替差除為替差除

増減

国内 食料品製造・販売 4,700 3,610 1,089 130.2 1,089 130.2
その他 1,300 1,654 △ 354 78.6 △ 354 78.6

計 6,000 5,306 693 113.1 693 113.1
海外 食料品製造・販売 8,804 8,199 605 107.4 871 110.6

卸売 4,213 4,094 119 102.9 233 105.7
計 13,200 12,191 1,008 108.3 1,368 111.2

キ マン(持株会社) 3 400 3 595 △ 195 94 6 △ 195 94 6

12年3月実績 ％ ％13年3月予想 増減

キッコーマン(持株会社) 3,400 3,595 △ 195 94.6 △ 195 94.6
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 3,600 △ 3,330 △ 269 - △ 269 -

連結計 19,000 17,764 1,235 107.0 1,595 109.0

経常利益 16,700 15,242 1,457 109.6 1,819 111.9

税引前当期純利益 16,700 15,431 1,268 108.2 1,621 110.5

当期純利益 10,000 8,983 1,016 111.3 1,250 113.9
為替ﾚ ﾄ為替ﾚｰﾄ
円/USD 78.00 79.30 △ 1.30
円/EUR 100.00 110.17 △ 10.17
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２．国内　連結通期業績予想

売上高 単位：百万円
為替差除

増減
13年3月予想 12年3月実績 増減 ％ ％

- 補足11 -

増減

国内 しょうゆ 46,400 46,404 △ 4 100.0 △ 4 100.0
食品 57,500 56,369 1,130 102.0 1,130 102.0
（うち　しょうゆ関連調味料） 36,800 35,621 1,178 103.3 1,178 103.3
飲料 34,500 32,969 1,530 104.6 1,530 104.6
（うち　豆乳飲料） 20,300 18,818 1,481 107.9 1,481 107.9
酒類 12,400 12,271 128 101.0 128 101.0
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 200 △ 126 △ 73 - △ 73 -

食料品製造 販売 150 600 147 888 2 711 101 8 2 711 101 8

13年3月予想 12年3月実績 増減 ％ ％

食料品製造・販売 150,600 147,888 2,711 101.8 2,711 101.8
その他 20,500 20,503 △ 3 100.0 △ 3 100.0
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 11,100 △ 11,380 280 - 280 -

計 160,000 157,011 2,988 101.9 2,988 101.9

営業利益
為替差除

増減

国内 食料品製造 販売 4 700 3 610 1 089 130 2 1 089 130 2

13年3月予想 12年3月実績 増減 ％ ％

国内 食料品製造・販売 4,700 3,610 1,089 130.2 1,089 130.2
その他 1,300 1,654 △ 354 78.6 △ 354 78.6

計 6,000 5,306 693 113.1 693 113.1

要因分析

　営業利益増減の主な要因 （単位：億円）

2013年3月

その他

販管費の増減影響

人件費影響

設備費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2012年3月

60

1

△3

1

4

△5

9

53

国内 ＋７億円

2013年3月

その他

販管費の増減影響

人件費影響

設備費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2012年3月

60

1

△3

1

4

△5

9

53

国内 ＋７億円

2013年3月

その他

販管費の増減影響

人件費影響

設備費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2012年3月

60

1

△3

1

4

△5

9

53

国内 ＋７億円

2013年3月

その他

販管費の増減影響

人件費影響

設備費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2012年3月

60

1

△3

1

4

△5

9

53

国内 ＋７億円

- 補足11 -



３．海外　連結通期業績予想

売上高 単位：百万円
為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 32,300 31,306 993 103.2 1,544 104.9
卸売 69,400 69,421 △ 21 100.0 1,444 102.1

13年3月予想 12年3月実績 ％増減 ％

- 補足12 -

卸売 69,400 69,421 △ 21 100.0 1,444 102.1
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 4,200 △ 4,155 △ 44 - △ 5 -

計 97,500 96,571 928 101.0 2,983 103.1
欧州 食料品製造・販売 6,450 6,110 339 105.6 919 115.0

卸売 8,150 7,726 423 105.5 1,074 113.9
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 1,000 △ 854 △ 145 - △ 191 -

計 13,600 12,982 617 104.8 1,802 113.9
亜豪州 食料品製造・販売 8,750 8,314 435 105.2 620 107.5

卸売 8,150 7,672 477 106.2 835 110.9卸売 8,150 7,672 477 106.2 835 110.9
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 200 △ 166 △ 33 - △ 40 -

計 16,700 15,820 879 105.6 1,415 108.9
その他 25,200 24,150 1,049 104.3 1,049 104.3
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 20,000 △ 21,184 1,184 - 1,146 -

計 133,000 128,341 4,658 103.6 8,397 106.5

営業利益
為替差除為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 5,800 5,498 301 105.5 399 107.3
卸売 2,800 2,648 151 105.7 204 107.7

計 8,600 8,054 545 106.8 697 108.7
欧州 食料品製造・販売 1,500 1,398 101 107.3 225 116.2

卸売 400 353 46 113.0 65 118.4
計 1,900 1,754 145 108.3 289 116.5

亜豪州 食料品製造 販売 1 180 1 051 128 112 2 172 116 4

13年3月予想 12年3月実績 増減 ％ ％

亜豪州 食料品製造・販売 1,180 1,051 128 112.2 172 116.4
卸売 470 387 82 121.3 102 126.5

計 1,650 1,423 226 115.9 290 120.4
その他 1,050 954 95 110.1 95 110.1

計 13,200 12,191 1,008 108.3 1,368 111.2

要因分析

　営業利益増減の主な要因 （単位：億円）　営業利益増減の主な要因 （単位：億円）

2013年3月

為替差

その他

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2012年3月
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△4

△0

△7

△2
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20
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海外 ＋１０億円

2013年3月

為替差

その他
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原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2012年3月

132

△4

△0

△7
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20

122

海外 ＋１０億円

上期
予想
4-9月

下期
予想

10-3月

年間
予想
4-3月

北 米 101 106 103

欧 州 112 113 112

亜 豪 109 107 108

海外しょうゆ販売数量の
前年比（％）

2013年3月

為替差

その他

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

しょうゆ値上げ影響

売上増による影響

2012年3月

132

△4

△0

△7

△2

3

20

122

海外 ＋１０億円

上期
予想
4-9月

下期
予想

10-3月

年間
予想
4-3月

北 米 101 106 103

欧 州 112 113 112

亜 豪 109 107 108

海外しょうゆ販売数量の
前年比（％）
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４．連結通期業績予想　－第２四半期累計期間－

売上高 単位：百万円
為替差除

増減

国内 しょうゆ 22,500 22,543 △ 43 99.8 △ 43 99.8

12年9月予想 11年9月実績 増減 ％ ％
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食品 29,400 28,467 932 103.3 932 103.3
（うち　しょうゆ関連調味料） 19,200 18,248 951 105.2 951 105.2
飲料 18,200 17,406 793 104.6 793 104.6
（うち　豆乳飲料） 10,500 9,717 782 108.0 782 108.0
酒類 5,500 5,418 81 101.5 81 101.5
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 64 64 - 64 -

食料品製造・販売 75,600 73,772 1,827 102.5 1,827 102.5
その他 10,300 10,280 19 100.2 19 100.2
ｾｸﾞﾒ ﾄ間取引 △ 5 500 △ 5 650 150 150ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 5,500 △ 5,650 150 - 150 -

計 80,400 78,402 1,997 102.5 1,997 102.5
海外 しょうゆ 17,714 17,681 33 100.2 824 104.7

デルモンテ 2,620 2,566 53 102.1 119 104.6
その他食料品 3,700 3,604 95 102.7 266 107.4

食料品製造・販売 24,034 23,853 181 100.8 1,210 105.1
卸売 43,700 43,722 △ 22 99.9 1,566 103.6
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 3,234 △3,066 △ 167 - △ 286 -

計 64 500 64 509 △ 9 100 0 2 490 103 9計 64,500 64,509 △ 9 100.0 2,490 103.9
キッコーマン(持株会社) 6,900 6,446 453 107.0 453 107.0
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 8,000 △ 7,523 △ 476 - △ 476 -

連結計 143,800 141,834 1,965 101.4 4,464 103.1

営業利益
為替差除

増減
12年9月予想 11年9月実績 増減 ％ ％

国内 食料品製造・販売 2,550 2,180 369 116.9 369 116.9
その他 600 857 △ 257 70.0 △ 257 70.0

計 3,150 3,058 91 103.0 91 103.0
海外 食料品製造・販売 4,337 4,271 66 101.6 267 106.3

卸売 1,989 2,051 △ 61 97.0 7 100.4
計 6,350 6,260 89 101.4 358 105.7

キッコーマン(持株会社) 2,400 2,332 67 102.9 67 102.9
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 2,500 △ 2,287 △ 212 - △ 212 -ｸ 間取 , ,

連結計 9,400 9,363 36 100.4 305 103.3

経常利益 8,100 8,176 △ 76 99.1 189 102.3

税引前四半期純利益 7,100 7,121 △ 21 99.7 245 103.4

四半期純利益 4,400 4,391 8 100.2 197 104.5
為替ﾚｰﾄ
円/USD 78.00 79.73 △ 1.73

/円/EUR 100.00 114.09 △ 14.09
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５．海外　連結通期業績予想　－第２四半期累計期間－

売上高 単位：百万円
為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 16,000 16,031 △ 31 99.8 413 102.6
卸売 33,800 34,590 △ 790 97.7 136 100.4

12年9月予想 11年9月実績 増減 ％ ％
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卸売 33,800 34,590 △ 790 97.7 136 100.4
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 2,000 △ 2,157 157 - 111 -

計 47,800 48,464 △ 664 98.6 662 101.4
欧州 食料品製造・販売 3,050 3,039 10 100.3 441 114.5

卸売 3,800 3,715 84 102.3 540 114.6
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 450 △ 439 △ 10 - △ 74 -

計 6,400 6,315 84 101.3 908 114.4
亜豪州 食料品製造・販売 4,470 4,332 137 103.2 323 107.5

卸売 3,900 3,715 184 105.0 400 110.8卸売 3,900 3,715 184 105.0 400 110.8
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 70 △ 78 8 - 4 -

計 8,300 7,969 330 104.1 728 109.1
その他 12,000 12,839 △ 839 93.5 △ 839 93.5
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 △ 10,000 △ 11,080 1,080 - 1,030 -

計 64,500 64,509 △ 9 100.0 2,490 103.9

営業利益
為替差除為替差除

増減

海外 北米 食料品製造・販売 2,890 2,857 32 101.1 103 103.6
卸売 1,300 1,300 △ 0 100.0 38 103.0

計 4,150 4,099 50 101.2 159 103.9
欧州 食料品製造・販売 700 675 24 103.6 123 118.3

卸売 150 169 △ 19 88.7 △ 0 99.6
計 850 842 7 100.9 125 114.9

亜豪州 食料品製造 販売 580 589 △ 9 98 4 20 103 5

12年9月予想 11年9月実績 増減 ％ ％

亜豪州 食料品製造・販売 580 589 △ 9 98.4 20 103.5
卸売 220 206 13 106.3 25 112.1

計 800 793 6 100.8 48 106.1
その他 550 506 43 108.7 43 108.7

計 6,350 6,260 89 101.4 358 105.7
為替ﾚｰﾄ
円/USD 78.00 79.73 △ 1.73

円/EUR 100.00 114.09 △ 14.09/
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６．設備投資額・減価償却費　－通期予想－

予想設備投資額 国内

海外

連結計

11年3月

12年3月

125

144

20

36

145

180

0 50 100 150 200 250 

13年3月予想 122 26

(億円)

148

11年3月 93 28

予想減価償却費 国内

海外

121

連結計

11年3月

12年3月

93

100

28

26

121

126

設備投資（無形固定資産 長期前払費用を含む） 単位 百万円

0 50 100 150 200 

13年3月予想 98 24

(億円)

122

設備投資（無形固定資産・長期前払費用を含む） 単位　百万円

連結計 国内 海外

11年3月決算 14,489 12,456 2,033

12年3月決算 18,014 14,417 3,598

13年3月予想 14,800 12,200 2,600

減価償却費（無形固定資産・長期前払費用を含む）減価償却費（無形固定資産・長期前払費用を含む）

連結計 国内 海外

11年3月決算 12,092 9,331 2,760

12年3月決算 12,607 10,026 2,582

13年3月予想 12,200 9,800 2,400
(注）減価償却費にのれん償却費は含まれておりません。
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